
国の財政を家計に例えると

一般会計歳入総額
96兆3,420億円
（100％）

一般会計歳入総額
96兆3,420億円
（100％）

所得税
16兆4,420億円
（17.1％）

公債金収入
36兆8,630億円
（38.3％）

その他収入
4兆9,540億円
（5.1％）

租税及び印紙収入
54兆5,250億円
（56.6％）

揮発油税
相続税
酒　税
関　税
たばこ税
石油石炭税
自動車重量税
その他税収
印紙収入

2兆4,660億円(2.6%)
1兆7,610億円(1.8%)
1兆3,080億円(1.4%)
1兆1,170億円(1.2%)
9,060億円(0.9%)
6,280億円(0.7%)
3,740億円(0.4%)
3,940億円(0.4%)

1兆0,270億円(1.1%) ……印は間接税です

法人税
10兆9,900億円
（11.4％）

消費税
17兆1,120億円
（17.8％）

その他
9兆9,810億円
（10.4％）

国の収入【一般会計平成27年度歳入予算（当初予算）】

国の財政は、本来なら税収の範囲内で歳出をまかなうのが基本ですが、税収が低迷していることなどもあって、
毎年多額の公債（国の借金）に頼っています。

国の財政・税制の状況を知ろう

どうして国の借金が増えてしまったのか。どう財政を立て直したらいいか考えよう

消費税が最も大きな
税目となっています。
このグラフは国の歳入予算ですから
6.3%の国税分が記載されています。
地方消費税は1.7％であり合計8％
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（注）公債残高は各年度の3月末現在。ただし、27年度末は見込み。
（注）平成27年度の一般会計予算を1000万分の1に
　　 直した数値です。

公債残高の推移
公債発行を連年続けているため、平成 27年度末で、
その残高は約 807兆円になると見込まれています。

（万円）家　計

借入金
（公債金収入）

369

国の財政を家計に例
えますと、年収が
パート収入を含めて
594万円の家庭が
369万円の借金をし
て963万円の優雅
な暮らしをしている
ことにより、積もり
つもった借金の残高
が8,070万円になっ
てしまった状況です。
いつまでも借金を続
けるわけにはいきま
せんし、いずれ借金
も返済しなければな
りません。家計をど
う立て直すか、真
剣に考えなければな
らない時期にきてい
ます。

経常収入
（税収）
545

生活費
（一般歳出）

573

田舎への仕送り
（地方交付税等）

155

借入金の返済
利払い

（国債費）
235

収　入

計963

支　出

建設公債残高建設公債残高

特例公債残高特例公債残高

平成 27年度末公債残高
参 考参 考

国民一人当たり 約 638万円
4人家族で 約 2,550万円

※勤労者世帯の平均年間可処分所得
約 511万円

（平均世帯人員　3.42人）

一般会計税収の約 15年分に相当
平成27年度一般会計税収予算額：約55兆円

約807兆円（見込み）
⬇ 531

臨時収入
（その他収入）

49

臨時収入
（その他収入）

49

その結果、27年度末には……
ローン残高 8,070万円


